
市場の3層構造 
上級市場の確保と中級市場参入 
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｜
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｜｜
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｜ 
｜

｜
｜ 
｜ 
｜

｜
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｜ 
｜

｜
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中国 
現地企業｜

30～50 
｜
低 

｜
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現地企業
多数 
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Reasonable Quality and Price
high 

Reasonable Quality and Price

J 
ＣＤ-Ｒ：北米市場、二輪：中国市場、 
ＤＲＡＭ：ＰＣ市場、液晶：モニタ市場 

price

過小 
品質

R

e 

過剰 
品質 

品質

low
C 適正 

品質

low high 
quality

low 品質

quality 
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過剰品質問題への対処 
中級市場攻略 

high 品質設計基準を見直し、
品質を落としながら コ

価

品質を落としながら、コ
スト／価格低下。 

× 

価
格 

単なるコスト削減では
半額にはならない。 

l hi h

low 

low high
品質・機能 
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低コスト化と品質確保のジレンマ低コスト化と品質確保のジレンマ

• 新興国では低価格が必要新興国では低価格が必要

• 生産のことばかりに注意が集中 
– 現地生産、現地部品現地生産、現地部品

• 低コスト化と品質確保のジレンマに陥る 
 

現地市場の徹底理解• 現地市場の徹底理解
 調査会社や商社、代理店に任せない 

• トップダウンの意思決定 
現場エンジニアに任せない現場エンジニアに任せない
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上級市場戦略  
品質差の見える化 

high 
誤った認識

品質の見える化 

価
格

品質格差は小さく、価
格差が大きい 

高価格は単なるブラン格 ドプレミアム 

故障の頻発 

l hi h

low 

low high
品質・機能 
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現地固有のニーズをつかむのが
重要 

high 
下げる品質と上げる品現 下げる品質と上げる品

質との組み合わせ 現
地
市
場場
固
有

何を下げて、

何をあげるか、
が問題 

の
品
質

l hi h

low 

質
・
機
能

low high
日本市場固有の品質・機能 
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ＰＰＰ、ＣＭと国内主力事業との比較 

必要資金 収益 リスク
技術の活

必要資金 収益 リスク
用

建設事業 中 低 中 高建設事業 中 低 中 高

開発事業 大 高 大 中開発事業 大 高 大 中

ＣＭ 小 低 小 高ＣＭ 小 低 小 高

ＣＭ 小 やや低い 中 高
（@ Risk） 

小 やや低 中 高

ＰＰＰ 大 高 大 高高 高



 日本の中の連携を強めた体制づくり 



②これまでの海外展開に足りなかったもの 
   

これまでの海外展開に足りなかったもの 



Ｍ＆Ａの手法や活用について 

建設業における 
現地企業買収のメリ ト

建設業における 
現地法人設立のメリット現地企業買収のメリット

 
①すでに経営基盤が整っている 

現地法人設立のメリット
 
①日本企業への対応 
②管理の容易さ②顧客の継続性 

③ローカル顧客に即対応可能 
④調達手段が確立していること

②管理の容易さ
③決算への対応 
④オペレーションの透明性 
⑤ 意 定

④
 
 

⑤本社の意思決定への関与
⑥技術水準・品質水準の容易さ 

■進出地の状況に応じて使い分け■進出地の状況に応じて使い分け



日本の優位性をプロジェクトとして供与、ODA in kind （イメージ） 


